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大幸薬品が「二酸化塩素による真菌、ダニ、花粉アレルゲンの低減化」を発表 

医学系専門誌「アレルギーの臨床」2010年1月号に掲載 

 
 

大幸薬品株式会社（本社：大阪府吹田市内本町三丁目34番14号、代表取締役社長：柴田 仁）による研究成

果が、「二酸化塩素による真菌、ダニ、花粉アレルゲンの低減化（Reduction of fungal, mite, and pollen 

allergens by chlorine dioxide）」の表題で、医学系専門誌「アレルギーの臨床」2010年1月号に掲載されま

した。 

 

掲載内容 

（1） 真菌類のカビに対しては、低濃度の二酸化塩素ガス（平均0.07 ppm）が Eurotium herbariorum の菌

糸成長を抑制しました。 

（2） 二酸化塩素溶存液（10 mg/L又は1 mg/L）は、多種のカビを2.5分以内に99.999％以上不活化しました。 

（3） 二酸化塩素溶存液（約0.5 mg/L）は、カビ、ダニ、スギ花粉由来の精製抗原を10分間の作用で有意に

不活化しました。 

（4） 低濃度二酸化塩素ガス（平均0.09 ppm）24時間暴露により、ダニ、スギ花粉由来の精製抗原の抗原性

を60％以上低下させました。 

（検証方法及び結果の詳細は、別添「アレルギーの臨床」2010年1月号掲載部分をご参照下さい） 

 

 当社は、これまで二酸化塩素の機能性について多角的に検証を重ね、空間のウイルスや細菌などの除菌、消

臭に対して有用性を確認してきました。今回の研究では、カビ、ダニ、花粉などのアレルギー対策としての新

たな用途の可能性が明らかとなりました。大幸薬品は、今後も二酸化塩素の働きに着目し、様々な研究をとお

して有用性の解明を続けてまいります。 












